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１．まえがき
市場と技術が成熟しつつある今日，情報通信の将来発展を
とらえることは，これまでに無い新しい問題です．経済指
標の分析，技術調査，ニーズ調査といった直接的な手法が
外挿を許す根拠が失われるためです．強力な経営基盤をも
つ本邦の携帯電話メガキャリアと米国 IT バブル崩壊の中
心をなしたバックボーン事業者達の違いを，経営戦略や国
家政策だけで説明するのは無理があります．情報通信の将
来像をとらえていくには背後に潜ものにむかって踏み込ん
でいくことが必要です．
本稿では，現代の情報通信を分析してそこに著しい特徴
（２領域の対照的相違）がみられることを注意します．こ
の特徴は，我々がこれまで提案してきたユーザーの行動モ
デルに符合します．当該モデルは情報通信の発展を支配す
るとみられ，将来へのパースペクティブを与えます．また，
行動モデルは単に将来を遠望するだけではなく，新しいニ
ーズを見いだすための視線，システム評価の考え方を示し
ます．

２．現代情報通信の特徴
現代の情報通信市場は電信・電話の発展形態である携帯電
話と，計算機とそのネットワークがダウンサイジングして
きた PC・LAN・DSL などとそこからアクセスするインタ
ーネットの２大領域が潮流をなしています．この二つの領
域の通信はメリット・デメリットがちょうど反対の向きに
あらわれています（表１）．

携帯電話 インターネット/PC
使いやすさ 生活に浸透 家庭生活になじみにくい
機能 単純 多機能・高機能・高性能
料金 高額 低額

表１．情報通信の２大領域のユーザーからみた特徴

あたかもお互いが他を補うように見えるので，一見する
と，これらをハイブリッドに統合すれば優れた情報通信の
新しい領域が切り開かれるように思えます．パソコンを小
さくモバイルにして，携帯電話の機能と統合する，携帯電
話に PC のような強力な情報処理機能を持たせるという発
想です．第３世代携帯電話技術で新市場を目指す発想もそ
の一つです．しかし，そう簡単にはいきません．２大領域
の違いは，ユーザー，コンテンツ，システム，契約形態，
産業構造などあらゆる面で対照的に食い違っているからで
す（表２）．

携帯電話 インターネット/PC
主力ユーザー 若年（含十代）[1] 社会人[2]
主力コン
テンツ

プライベートなやりとり
仕事趣味教育等で
役立つ情報    

システム
巨額投資のインフラ構
築，ハード・ソフト契約

までクローズド

小ニーズに応じて
既存インフラに寄
生，オープン

産業構造
閉鎖的，階層的（ユーザ
ーは永遠にユーザー）

開放的・平坦的
（ユーザーがサプ
ライサイドになる
ことも容易） 

表２，情報通信の２大領域の構造的特徴 

３．２つのモードをもつ行動モデル
なぜ，このような対照的な構造が情報通信に生じてきたの
でしょうか？この構造はきわめて短期間に形成されたとい
えます．行動の深部を変えるにはかなりの時を要します．
短期にこの構造が成立したことは，行動の特徴が環境変化
によって表面化したものと考えられます．アンケート調査
を基にこれまで構築してきたユーザーの行動モデル（図１,
[3]）は，この対照的な構造によく符合します．

 

図１．２つのモードをもつ行動モデル 

環境と関わってゆく行動に２つのモード（閉 Cと開 O）
があることに注目します．自らが環境に向かっていく行動
と，自らは動かず，環境の側を引き寄せる関わり方です．
前者の特徴は環境との関わりを自分自身の限られたチャン
ネルで，しかし，密接して行うことです．環境に向かおう
とする（例えばモノに触れる）とき，自らの持つ膨大な感
覚や意味作用の中から特定の部分で接する（たとえば指で
触れる）ほうが異質な環境と巧く相互作用できます．特定
の部位の感覚・作用は研ぎ澄まされ，閉じた低い次元の相
互作用の世界（閉域）を形成します．これに対して，自ら
があまり動かない場合，異質な環境とまず一定の距離をお
き．その一部を選択的に引き寄せます．この時，感覚や意
味作用のチャンネルは開いていきます．触れるほうに比べ
て触れられるほうは圧倒的に多数の異なる感覚や意味に作
用するからです．動かないことで，高次元の開いた相互作
用が可能な環境を引き寄せ，これを積み重ねて自ら（ホー
ムポジション）の周囲に開いた連続的な近傍を形成します．
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４．同じモノの異なる意味（意味の棲み分け）
ビジネスマンと女子高校生では，携帯電話の持つ意味が決
定的に異なります．後にみるように，この事実は，情報通
信の市場やシステムのデザインにとって極めて重要な意味
を持っています．２モードの行動モデルは，意味の違いが
生じるメカニズムを説明します．すなわち，開モードと閉
モードでは，物理的に同じモノに対しても，別々の関わり
方が発生します．閉モードでは，特定の側面に遮断してモ
ノに接近し，自らの外部に向かう運動とモノとの閉域的な
相互作用の形成に沿ってモノを理解します．モノを使用す
る道具的な意味，機能，用途，役割，必要性などの視線で
捉えます．これに対し，開モードでは，モノが自らへの膨
大な感覚・意味作用へ多面的に関わらせてモノを理解しま
す．モノが，周囲の連続的近傍になにをもたらすかが問題
です．その中でモノの物理的イメージ・機能は限られた一
面にすぎず，後退します．
一方，運動能力から言語・認知など多岐にわたる性差要

因が調査・蓄積されています[4]．これは，２つのモード間
で発達の仕方に差異を生じる要因として一貫しています．

５．各モードでのニーズの性質
現代情報通信の２大潮流にみられる対照的な構造は，携帯
電話領域のユーザー行動が主に開モード，インターネット
/PC 領域のユーザー行動が閉モードでそれぞれ強いアクテ
ィビティを示すと捉えることで，説明できます．詳細は紙
面の都合で省略しますが，もっとも重要な，ニーズの性質
がモデルから導かれることを注意します．
閉モードの各閉域が消費されてゆくものであり，探索が
一巡すれば，その生成には目的意識の維持が必要です．従
って，閉モードベースのシステムへのニーズは，仕事や学
習をのぞくと，急激に立ち上がったあと，次第に弱まって
いきます．これは図２の Cで示されるプロファイルを示唆
します．文献[5]には，Internet/PC の家庭での利用時間の期
間依存の分析（１年分）があり，C のプロファイルが認め
られます．

図２．モデルから推

これに対し，開モードの
テムは，周囲に生起する
出します．ひとたび採用
スに沿って，外部の様々
が次第に浸透し継続して
図２の Oのプロファイル
なシステムは，着実なニ
ても次第に深く浸透し強
た携帯電話市場の直線的
しています．

７．モデルの発展メカニズム
将来を予見するには，モデルに発展メカニズムを導入する
ことが必要です．各モードの動作はミクロにはダイナミク
スを備えています．そこで，マクロな視線（フラジルシス
テムの適応の観点）を導入します．
人間は太古からの長い歴史を経ています．その複雑な構

成は，長い時間を経て環境に適応するものとなっています
ので，これを継承し維持してゆく仕組みが備わっています．
一方で，新しい環境変化の要因をとりこまなくてはなりま
せん．新しい要因は，しかしながら，これまで形成されて
きた複雑な構成と両立しないのが普通であり，危険も少な
くありません．そこで，我々は，２つのモードの連携によ
ってフラジルなシステムである人間とその社会が環境に適
応していくと考えます．これはシステムのトータルなダイ
ナミクスを示しています．異質な要因に向かう閉モードで
生成された閉域とその環境要素（人工物など）が，選択的
に開モードに引き寄せられ，フラジルな自分とも深く関わ
る動作です．ここで重要なのは，相互作用が閉モードと開
モードで著しく異なるという点です．同一の環境要因に対
して大きく異なる相互作用になっています．ここでは意味
の棲み分け（４節）のメカニズムが働きます．閉モードか
ら開モードへのこの選択的移行が安定に発展してゆくとす
れば，ホームポジションに引き寄せられた要素は相互作用
の開いた連続体を次第に拡大してゆくとみられます．

８．未開拓領域とデザインのための視線
モデルの発展メカニズムは，開モードの拡大を予見させま
す．これは，ライフスタイルが一定の方向にシフトしてい
くことを示唆します．それは，私たちの生活の日常的領域
が拡大してゆくことです（日常化：儀式の簡略化，日常的
センスの肥大）．文化的に等質的な本邦では，開モードの
領域がとくに拡大しやすいとみられます．
日常化のトレンドは，情報通信の将来市場が日常生活の

周囲にあることを示唆します．事実，日常の生活を支える
地域コンテンツが，インターネット上に乏しく，この領域
が未開拓であることを示唆しています．
この領域を開発するためのシステムのデザインでは，モ
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測されるアクティ

相互作用の連続
イベントに伴っ
されれば，開モ
な面から内部へ
ゆきます．この
を示すと推測さ
ーズを形成しま
まってゆきます
増加[6]は，この

からの経過期間

O 
ビティの変化

体を媒介するシス
て常に意味を生み
ードのダイナミク
向けて，相互作用
アクティビティは，
れます．このよう
す．初期には弱く
．予想外と言われ
ニーズの性質を表

ノを引き寄せて人間の膨大なチャンネルに関わらせる視線
からモノの意味を捉えるべきです．そして，ホームポジシ
ョン近傍の連続体をどれだけ媒介しうるかが評価基準です． 
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